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【目的】 

本研究では，青年期の DCD の特徴とそれ自体に対する自己認知の適切さが対人適応感に及ぼす影響

を検討することを目的とした。 

【方法】 

調査対象者 ４年制私立大学の大学生および大学院生 154 名を対象とし，回答に漏れがない 124 名

（男性：45 名，女性：77 名，その他：2 名，平均年齢 20.50±5.50 歳）のデータを分析対象とした。 

調査材料 （a）デモグラフィック項目：性別，生年月日（ソフトの利用制限のため），（b）親密度：

友人関係尺度（岡田，1999）を一部改変，（c）DCD 症状：感覚＋動作アセスメント（岩永，2021）

を一部改変し，本人をよく知る友人に回答を求めた，（d）不器用さの自己認知：青年版現在の不器用

さの自己認知尺度（林他，2017），（e）対人適応感：大学生用学校適応感尺度（大久保・青柳，2003） 

利益相反開示：演題発表に関連し、開示すべき COI 関係にある企業などはありません。 

【結果・考察】 

 DCD 症状と対応する自己認知の関連を検討するために Pearson の積率相関係数を算出した。粗大

運動とその自己認知において負の相関が見られ，書字・多動性とその自己認知において弱い負の相

関が見られた。また，DCD の特徴とその自己認知が対人適応感に及ぼす影響を検討するため，学校

適応感を目的変数として，Step１では DCD 症状，Step２では対応する自己認知，Step３では DCD

症状と対応する自己認知の交互作用項を投入した階層的重回帰分析を行った。その結果，粗大運動

の不器用さの得点が高い場合，粗大運動の不器用さの自己認知は学校適応感に負の関連を示した。 

 以上のことから，青年期において粗大運動の不器用さを有する者に対しては，その特徴への自己

認知を深める介入が対人適応感を高める可能が示唆された。粗大運動の不器用さを自身の特性とし

て理解し，その特性を踏まえたソーシャルスキルを身につけ活用することを目標とした介入を行う

ことによって，対人適応感を高める可能性がある。また，粗大運動以外のサブタイプに対しては，

各サブタイプに対して，さまざまな要因との関連性を探索的に検討し，より適切に各サブタイプの

状態像を記述する必要性，および具体的な介入方法を検討する必要性があると考えられる。 
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